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 今年の総務常任委員会の視察は、 

１．滋賀県米原市 土砂災害への対応と復旧状況および課題等について 

２．京都府京都市 京都市メディア支援センターについて 

３．大阪府豊中市 庄内コラボセンターについて 

   の 3自治体の上記事項の視察を予定しました。 

  たまたま、自治体規模は順に小規模、大規模、中規模と 3種類の自治体に訪問することがで

きました。それぞれに町田市に施策に対応した課題について、視察をお願いしたものです。 

 そのうち、まず、１．滋賀県米原市 土砂災害への対応と復旧状況および課題等について 

2026.05.11を報告します。 

 なお、初日は一人の議員が所属する組合議会の臨時議会があり、米原市訪問後の合流となり

ました。滋賀県米原市の視察では、質疑応答の司会を務める委員長を除いて全員が質疑を出し、

充実したやり取りができ、意義があたっと思っています。 

 

 



 

＜概要＞ 

 滋賀県米原市は、昔から交通の要衝で、鉄道では東海道本線と北陸本線の合流地点でもあり、

新幹線も東海道新幹線に北陸新幹線の合流の可能性もあることが期待される交通要衝都市と言

える自治体です。 

 
 米原市は滋賀県東部に位置する自治体で、西は面積 250.39㎢（うち、琵琶湖の面積：27.32㎢）

と言うものですが湖は各自治体の領域分が設定されていました。東は伊吹山を境に岐阜県と接し

ていますが、その中山間部は豪雪地帯と言うことでした。他方で、湖岸部は年間の降水量が少な

い内陸性盆地気候とされています。 

 昔から交通の要衝とされ、中山道と北国街道が交わる宿場町、鉄道では、東海道本線と北陸本

線が交わる交通の要衝です。 

 町田市は国道 16号と国道 246号が交差し、JR横浜線町田駅と小田急町田駅が直交するある

種の交通の要衝ですが、米原市はその歴史性においてその思いが格段と高くなっていると言える

ものです。ただし、人口では 36,387人（令和 8年 4月 1日）となっており、町田市の 10の１にも満

たない規模になっています。 

 本日の視察目的は、「土砂災害への対応、復旧状況及び課題等について」としました。 



  
 

 その土砂災害は、令和 6年 7月に３回も連続して起きていました。 

1回目 令和 6年 7月 1日(月)9時 50分頃 

2回目 令和 6年 7月 15日(月)20時 50分頃 19時 29分大雨警報発令 

3回目 令和 6年 7月 25日(木)17時 20分頃 

 大雨警戒の予報も無い中で、土石流が発生したものであり、以下に急激な大雨であったかが伺

われるものです。この土砂災害では犠牲者は出ておらず、土砂の流出、家屋への流入の範囲で

あり、比較的にそれらの除去も、消防、行政、関係住民の出動で復旧がすすめられた感がありま

した。 

 町田市では、急激な降雨による被害の多くは、河川の増水、溢水としれ現れるものか、住宅地の

マンホールへの大量の雨の流入による溢水で周囲に浸水が起きることだろう。ただし、市域の西

部では、山林が動物によって荒らされ、その保水機能が低下することは事の大小があっても今後

発生する可能性があり、対策が必要であろう。 

 

 なお、避難では、自治会避難所、広域避難所、さらに（運用していない）民宿への移動が比較的

に順調に行われていることが報告資料化されていました。（避難者数が大きなく、）広域避難所で

は、学校体育館にシートを敷くだけでなく、簡易テントによるパ―テーションが相当数設置されてい

る写真資料が作成されていました。 

 

＜所感＞ 



 近年、急激な豪雨により、山肌が崩れ、土砂が流出することによる被害が連続して起きたのが、

滋賀県米原市です。しかも、川幅が狭いところで増水にしたことで合わせて土砂が巻き込まれて

大きな土砂災害が発生していました。 

 

視察歓迎の山本克議長の挨拶 

 

 こうした災害は米原市においてはこれまでに全く発生していなかったということであり、説明資料

の写真では青々した緑の山になっていますが、別のページには現在の山肌が荒れた姿に変わっ

ています。その伊吹山は市内中心部から離れた場所にあり、ホテルの上層階から遠望することが

できましたが、確かに穏やかな山の形の割には、山肌が荒れた姿を遠くからも確認で来ました。 

 

 

 後方に見えるのが伊吹山で、手前の山に比べて緑が剝がされている筋がいくつも見える。 

 宿泊したホテルの最上階廊下の窓から本人が撮影 

 



 そうした原因を生んだには、自然の変容そのものではなく、豊かに茂った草木を増殖した鹿が餌

として食い尽くし、地肌が出て、緑の山から岩肌が際立った姿に変わったものでした。その荒れた

岩肌に、急激な雨風が叩きつけ、土砂崩れを起こし、その土砂災害に至った次第でした。 

 一番の特徴は、鹿の増殖によって、旧来は土砂災害が起きていなかった場所に、土砂崩

れの災害が立て続きに発生することで、その下流の人家にも被害をもたらす事態が次々に

起きてきていました。 

 
 対策は、以下のものでした。 

 

東海道新幹線上り線左側の車窓、手前の山と、後方の伊吹山の相違が良く分かる。3日目の

新幹線で帰途中に自身で撮影したもの。 

 

恒久的な対策として  

 伊吹山植生復元プロジェクト 

 山肌が荒れた斜面に植生を施し、全面的に緑化を回付させるというもので、「どのう筋

工」＝土砂安定化の方法で、土のうを斜面に筋状（等高線沿い）に配置し、崩壊した斜面

を安定させるもので、説明資料で明らかに翌年には効果が出ていました。 

 さらに、アーチ式獣害ネット（高密度ポリエチレンネットをアーチ状に設置し、植生マ

ット上の植物を食害や踏み荒らしから守る製品）を敷設し、鹿が草木を食べることできな

いようにしている。 



 

 

 

 山頂付近の貴重植物の保全では植生防護柵が設置され、シーズンに応じて、ボランティ

アが柵の上げ下げをしているという。この種の連続的な作業では、ボランティアの存在と

活動は必須に見えた。 

 

対症療法的な対策として 

 大規模な砂防ダムの建設 

 河川の工事は県が対応し、土砂流出を防ぐ方法として、大規模な堰堤を伴った砂防ダム

＝治山ダムが建設されていた。山の緑生工事とは一見反対の方法とみられるが、一定の土

砂流出を前提にして、ダムにたまった土砂を取り除く工事も同時に進んるほかないだろ

う。 



 

 鹿の駆除 

 鹿の駆除に関して、一挙に鹿を捕捉するドロップネット（シカやイノシシなどの動物を

捕獲するため、空中に張った網を遠隔操作で落下させて捕獲する罠）や、大型かこいわな

を用いて、まとめて鹿を捕捉する方法を採用している。年間の捕獲目標で 300頭が設定さ

れているが、それ以上の捕獲がされており、鹿の増殖が抑えられている。こうした鹿の増

殖を目前にすると、共生と言う用語は現実的に適用することは困難と考えられる。 

 ちなみに、捕獲した鹿のジビエ料理への利用が考えられるが、その種の需要をはるかに

上回る捕獲がされているのが現実であった。 

 

伊吹山への荷物の搬送について 

伊吹山植生復元プロジェクトやその他の事業でも、伊吹山の中腹以上のへの荷揚げに

は、ドローンを積極的に活用しているという。人が背中に背負って揚げられるのは 10㎏

と言い、ケーブル（索道）を敷設する方法も、場所の移動やその維持にメンテナンスが

必要になることから、最近ではドローンが活用されていると言い、運用の免許を有する

職員が揃っており、順次大型機を導入しているという。短時間に反復して荷揚げを行え

ば、必要な時に、必要なだけ搬送できる利点がある。50㎏以上の荷物を搬送出来ること

から、人の移送が可能となれば、もっと効率的な山作業がこなせると思った。 

 

 なお、今回の記述では、土砂流出の復旧、泥の搬出、被災者の補償に関する分野、人の

動員参加の記述は割愛しました。他の委員に記述に多くが見られるだろうと推測しまし

た。（終わり） 

 


